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壮絶な最期と、

没後の名誉回復

                     時 代 背 景   
江戸幕府は鎖国政策を約２００年以上続けていたため、日本は世界の動きから閉ざされていた。 
また、幕府は言論統制のため、もし幕府を批判する者がいると、重罪（死刑・無期懲役）としていた。 
このような時代の中で、高野長英は『日本の夜明け（近代化）』のために、生涯を捧げることになる。 

                            モリソン号事件   イギリス（実はアメリカ）のモリソン号が、漂流していた日本人７人を助けて送り届けに来航したが、幕府は鎖国政策に伴う 
「異国船打払令」により、モリソン号を大砲で打払った事件。  この事件を知った高野長英は『夢物語』の中で、幕府の対応は人道的でないとして、幕府の外交方策を批判した。 


